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Nutanix AHV 移行時のバックアップの懸念

• 移行前後で、同じバックアップ製品 は使えるの？

• バックアップ用 ライセンス追加 は必要？

• バックアップ 設定は流用 できる？

• 物理サーバ からでも、仮想移行できる？

• ランサムウェア対策 はどうしたら…。

その懸念、全て Arcserve UDP Appliance で解決できます



3© 2024 Arcserve. All rights reserved

Agenda

1. Arcserve UDP Appliance のご紹介

2. Nutanix AHV 移行に Arcserve UDP Appliance を
お勧めする３つの理由

3. ランサムウェア対策も Arcserve にお任せ！
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1. Arcserve UDP Applianceの
    ご紹介
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Arcserve UDP Appliance とは？
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Arcserve UDP をプリインストールしたバックアップ専用 アプライアンス
内蔵ディスクにバックアップできる限りライセンスが使い放題
中規模・大規模環境のバックアップをより簡単にシンプルに実現

バックアップ専用 アプライアンスサーバ

バックアップ

･･･
xxxxx

Microsoft 365
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Arcserve UDP の代表的な機能
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ブロックレベル でバックアップ 継続的な 増分バックアップ

ベアメタル 復旧 エージェントレス バックアップ

ディスク上の変更ブロックのみを保護対象とする

ため、データ量削減効果による時間短縮が見込め、

重複排除の併用でデータ量をさらに削減

必須なのは初回の“フル”だけ。２回目以降
は”フル”、”増分”に関係なく指定世代数を

自動的に維持するので手間いらず

システム全体を復旧

異なる機種やP2Vも標準サポート

復旧復旧

元のサーバ 異なるサーバ

業務サーバへの影響を最小化しつつ
物理サーバ保護と同等の
バックアップ要件を全て網羅
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Arcserve UDP が増分運用でも復旧が簡単な理由
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1回目のバックアップ （フル バックアップ）

2回目のバックアップ （増分バックアップ）

3回目のバックアップ （増分バックアップ）

最新のデータ イメージ
からリストア

イ ロ ハ ニ ホ ヘ ト チ

ロ ハ ホ ト

イ ハ ホ

イ ハ ホロ トニ ヘ チ

イ ロ ハ ニ ホ ヘ ト チ

リストア

イ ハ ホロ トニ ヘ チ

バックアップ

- 事前の変更検知により、増分バックアップの時間を短縮

- 指定世代の復旧に必要なブロックを自動的に合成し、１回の操作でシステム全体を復旧

障害発生

ディスク交換
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Arcserve UDP Appliance の特長
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ライセンスフリー

Arcserve UDP のライセンスが使い放題

ディスク容量でモデルを選択するだけ
最適にサイジングされたバックアップサーバ

物理/仮想/Windows/Linux/サーバ/PC

複雑な保護環境を一元的に管理

5年間のメンテナンス付き

ハードウェアの部品交換はオンサイト対応

4TB 8TB 12TB 16TB 24TB

40TB 80TB
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2. Nutanix AHV 移行に
Arcserve UDP Appliance を

 お勧めする３つの理由
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理由① 同じ画面操作で移行後も運用できる
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WEB GUIなので 同じ画面（IE / Chrome / 
Firefox / Edge）と、同じ設定で
バックアップ運用が可能です

Nutanix AHV 移行の前後で、複数の製品を覚える必要はありません

仮想マシン
（エージェントレス）

物理サーバ（Windows） 物理サーバ（Linux） クライアントPC
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理由② Nutanix AHV 移行前後でライセンス追加が不要
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搭載ディスク容量の範囲で、ライセンスが使い放題のArcserve UDP Applianceなら

仮想移行前も、移行期間も、移行後も、無駄なくそのまま使えます！

UDP per Server ×30

ラ
イ
セ
ン
ス

サ

ー
バ

台

数

移行期間移行前 移行後

× 30台 × 20台

× 50VM
（16CPU）

× 70 VM
（8CPU）

UDP per Server ×20
UDP Per Socket ×8

UDP Per Socket ×8

× 40VM
（8CPU）

ソフトウェア
ライセンスの場合※

× 70 VM
（16CPU）

移行期間中のすべての
バックアップ対象に

物理/仮想（ソケット）
ライセンスが必要

× 30台

※ 他のハイパーバイザーから Nutanix AHV 環境に移行する場合は、Arcserve ライセンスデスク にてソケットライセンスの変更申請も必要です
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理由③ 物理サーバからの Nutanix AHV 移行にも対応
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A社 ハイパーバイザ(移行前) Nutanix AHV(移行後)

VM VM VM VM VMVM VM VM VM VM VM VM… …

バックアップ

仮想サーバの移行

物理サーバ

物理サーバからの移行*

（P2V ベアメタル復旧）

バックアップ

Arcserve UDP Appliance

Nutanix Move

* 対応環境は、Arcserve UDP 動作要件に記載の範囲に限ります。
移行前にVirtIOドライバのインストールが必要です。
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(参考) HCI と Arcserve UDP Appliance の組み合わせなら構成もシンプル

© 2024 Arcserve. All rights reserved

構成変更に柔軟対応

HCI 導入による構成変更時も
ライセンスの追加購入不要

現
在

1

年
後

２
年
後

システムの拡張性

HCI のスケールアウトに合わせ
データ保護も拡張

ラクラク
増設

ラクラク
増設

変わらない操作性

HCI上の仮想基盤変更後も
バックアップ設定の

流用が可能

Arcserve UDP は3つの
ハイパーバイザに対応
（VMware vSphere,

 MS Hyper-V, Nutanix AHV）

Nutanix Move
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3. ランサムウェア対策も
    Arcserve OneXafe にお任せ！
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巧妙化するランサムウェアを使った攻撃
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ばらまき型 侵入型

➢ 攻撃対象：無差別

➢ 攻撃方法：添付ファイル付きメールを送付

➢ 暗号化：添付プログラム実行による暗号化

➢ 対象データ：業務データ

バックアップデータに対するランサムウェア対策が重要！！

➢ 攻撃対象：ターゲットを特定

➢ 攻撃方法：脆弱性を突いたネットワーク侵入

➢ 暗号化：手動で対象データを暗号化

➢ 対象データ：業務データ&バックアップデータ
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Immutable（不変）ストレージ OneXafe とは？
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Immutable：不変の、変わらない

OneXafe は SMB/NFS 共有を提供するバックアップ専用 NAS (※) です。
バック グラウンドで定期的に”不変な”スナップショットを取得します。

ランサムウェアや不正アクセスによりデータに改ざんや削除があっても、
スナップショットを使って正常時の状態に復旧できます。

※ Arcserve UDP、Arcserve UDP Appliance または Arcserve Backup のバックアップデータの保存先として利用する事をサポートします。



災害対策サイト
(災害対策+ランサムウェア対策)

本番サイト (バックアップ+ランサムウェア対策)
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Arcserve OneXafe を使ったバックアップの構成例
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本番サイト
(バックアップ+災害対策)

Arcserve UDP Appliance

構
成
例
②

災
害
対
策
と
の
両
立

構
成
例
①

オ
ン
プ
レ
強
化

Arcserve OneXafe

バックアップ

共有フォルダ

バックアップ対象

ハイパーバイザ

ローカル レプリケート

バックアップ

バックアップ対象

ハイパーバイザ
Arcserve UDP Appliance

レプリケート

共有フォルダ

CIFS

CIFS

Arcserve UDP 
復旧ポイントサーバ

（ライセンス不要）

Arcserve OneXafe
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導入事例：那覇市様（官公庁）

© 2024 Arcserve. All rights reserved

課題
市民サービスを継続するためにランサムウェア対策の強化が必
要だった。実際に那覇市立図書館ではバックアップデータまで
暗号化される被害が出ており、復旧に3ヶ月を要した。

経緯/導入
Arcserve UDP でバックアップしたデータをさらに、Arcserve 
OneXafe にローカル レプリケート。バックアップの完全自動
運用を実現。

効果
万が一攻撃されたとしても、市民サービスに影響を及ぼすこと
なく業務を継続できる安心感。

システム構成図などの詳細はこちら↓
https://www.arcserve.com/sites/default/files/2023-
12/case-onexafe-naha-city.pdf

https://www.arcserve.com/sites/default/files/2023-12/case-onexafe-naha-city.pdf
https://www.arcserve.com/sites/default/files/2023-12/case-onexafe-naha-city.pdf
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まとめ
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Nutanix AHV 移行なら
Arcserve UDP Appliance

お勧め理由①
同じ画面操作で移行後も運用できるので
複数の製品を覚える必要がありません。

お勧め理由②
Nutanix AHV 移行の前後で、バックアップ用
ライセンスの交換申請/追加が不要です。

お勧め理由③
物理サーバからのNutanix AHV 移行にも対応
します。

移行後の
ランサムウェア対策には

Arcserve UDP ApplianceとOneXafeの併用で
災害とランサムウェアのどちらにも
備えることが出来ます
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もっと詳しく知りたい方は……
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フリーダイヤル： 0120-410-116
（平日 9：00～17：30 ※土曜・日曜・祝日・弊社定休日を除きます）

Webフォーム： https://www.arcserve.com/jp/about/contact/call-me/

メール アドレス: JapanDirect@arcserve.com

Arcserve ポータルサイト：カタログセンター （カタログ、製品紹介プレゼン、技術資料など）

https://www.arcserve.com/jp/jp-resources/catalog-center/

Arcserve カタログセンター 検索

Arcserve ジャパン ダイレクト （ご購入前のお問い合わせ窓口）
例：「必要なライセンスは？ 」、「XXXをサポートしますか？」 等など

Arcserve サポート ポータル：ユーザガイド、動作要件、注意制限事項、技術情報など

https://support.arcserve.com/

Arcserve サポートポータル 検索
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